
臍帯血保管部門（アイル臍帯血ファミリーバンク）において、
米国血液銀行協会（AABB）の外部監査が8月29日～31日に
実施されました。認証施設は2年に1度、外部監査を実施する
事が義務付けられており、神戸の旧施設ではこれまで通算3回
実施されていましたが、東京都板橋区の新施設では今回が初
めての監査になりました。

米国本国より、Linda Sigg, Cindy Elliot の監査員2名が来日
し、AABBのガイドラインをもとに、組織・職員・機器・契約
・手順管理・文書・逸脱・監査・改善・安全の全10項目にわ
たり、詳細に監査が行われました。本ガイドラインはISOと
同等の品質管理基準のみならず、保管検体の検査項目やその
検査方法等の臨床応用に関する基準も含まれています。

当施設がAABBの認証を維持することは保管臍帯血の品質を明確に保証するために重要なことであり、
今後も厳格な品質管理を心掛け運営していきます。


